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花山の賑はひ

　花山天文毫は今や完全に名所こな？て了つた・日腱や休日は言

ふも更：なり，4～常の日でも，個人や團艦が熱々つめ寄せて解るの

で7塁員たちは少々閉口の儲である・

此め平門は昨秋秋晴れの一H，京都市内の明倫校の一團がやっ

て來た時のものである・
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大阪よりの一團
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　左の寓眞は今春四月．卜Hに大阪から参観こ來られた…團ノ）人々

である．

　下の寓眞は罵る夜の来槻者である．


